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今年度要求のポイント

　認可保育所と連携した個人実施型の家庭的保育事業を実施すること
により、低年齢児の保育サービスの供給を増やし、もって待機児童の
解消を図ることを目的とする。

関連事業

事 業 名 家庭的保育事業

事業目的

　待機児童の状況や国の動向を注視しつ
つ、事業を進めていく。

【今後（25年度～）】

その他　特記事項スケジュール（経過及び今後展開）

　平成23年4月1日時点で6か所定員22
人。今年度、事業の検証及び見直しを実
施。

　事業の検証結果をふまえて、定員が3人
の家庭保育室の定員を5人に増やす。

【経過（～23年度）】 【24年度】

41,002

890

合計 51,703

50 50 家庭的保育指導者研修等

軽四輪点検・修繕 75 75 軽四輪（H12）点検・修理

その他

平成23年度予算額 平成24年度要求額

全体事業費

51,70336,559

自宅外保育室賃借料補助等

48,168 家庭保育室運営・研修業務

内容・積算等項目

　平成24年度から定員が3人の家庭保育室の定員を5人に増やす。

41,002

2,520

23年度予算

主な要求内容 （単位：千円）

24年度要求額

37,467

家庭保育事業運営補助金 2,520

　児童福祉法施行規則が定める家庭保育員の条件や設備基準をもとに
市として一定の要件等を設け、所定の研修を受けた者を家庭保育員と
して認定。
家庭保育員は市の委託を受けて居宅等で保護者に代わって乳幼児を保
育する。
市は本事業が適正かつ円滑に実施できるよう、連携保育所を指定する
とともに家庭保育保育支援員を配置するなどの支援を行う。
家庭保育室の利用者は、税額等による階層区分に応じた利用料金を家
庭保育員に支払い、家庭保育員は利用者から受け取った利用料金と基
本保育費との差額を市から委託料として受け取る。

研修参加負担金

事業期間 　H20　～　H　　

事業内容

家庭保育運営・研修委託料

890

平成22年度決算額

事 業 費
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